


城下ポケットミュージアム

表町住まい型アトリエ

烏城みち回遊公園

図書館前オープンスペース

市街地の駐車場集約により
ポケットミュージアムの用地を創出

・旭川かわまちづくりのイベント
 （京橋朝市）と連携した飛び地出店
・岡山芸術交流におけるまちなか
   アート展示場

点在するポケットミュージアム
による回遊のネットワーク形成

整備された河川遊歩道と
烏城みちの間の回遊性向上

公園から岡山城への
眺望確保

石山公園のイベントを
烏城みち回遊公園へ展開

公園から
地区内施設への回遊

駅方面からの来訪者を
迎え入れるエントランス

連続するアトリエによる
南北の回遊軸の創出

公共交通からのスムーズな
乗り換えでまちなかへ

芸術創造劇場の来訪者や
延伸された路面電車利用者を
商店街へ誘う

交流拠点間を繋ぐ
歴史回遊軸

隣接する図書館や
幼稚園と連携した
活動・交流の場

アートセンターを有する
地区内回遊拠点

駐車場集約化

駐車場集約化

交通乗り換え拠点

岡山後楽園～岡山城～烏城
みちの間の回遊性向上

瀬戸内国際芸術祭開催時に
クルーズ船の乗客を市街地方面へ誘う

岡山後楽園

岡山城

県立図書館

石山公園

岡山芸術創造劇場

林原美術館

シンフォニーホール

オリエント美術館

県立美術館

文化プラザ
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既存地区内歩行者動線

屋外アート
ライブハウス
ももちゃりポート

史跡
ギャラリー・画廊

既存旭川沿い歩行者動線

課題 資源
・歩行者量減少
・低未利用地の増加
・駅周辺地区との分断

・文化施設
・歴史資源
・自然環境（旭川等）

『文化芸術』をキーワードにした提案

・文化資源の保存、活用
・芸術祭、音楽祭の開催
・新劇場の整備　など

連携
活用課題解決

旧城下町地区 市の文化振興施策

■ 市の文化芸術に関する取り組みの歴史■ 市の文化芸術に関する取り組みの歴史
構想・ビジョン 取り組み・イベント

昭和59年文化的な視点にたった都市づくり構想

平成28年 岡山芸術交流2016

平成19年 おかやま国際音楽祭開始

平成29年岡山市文化芸術振興ビジョン改訂版

平成24年岡山市文化芸術振興ビジョン

文化芸術振興基本法制定（H13）

平成8年文化の薫るまちづくりに向けて（報告）

令和元年 岡山芸術交流2019
令和4年 岡山芸術交流2022
令和5年 岡山芸術創造劇場完成

成果を取りまとめ

最新動向を踏まえて改訂
以降毎年開催

3年毎
に開催
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烏城みち
回遊公園

路面電車

路線バス

新規ルート

交通乗り換え
促進エリア

多様な主体
による参画

市民・観光客

作家・ｱｰﾃｨｽﾄ

行政・関係者

空間整備

文化芸術
活動・作品整備・運営・管理

鑑賞
利用
参加

制作・参加

市民・観光客

作家・ｱｰﾃｨｽﾄ

行政・関係者

空間整備

文化芸術
活動・作品

整備・運営・管理

鑑賞
利用
参加

制作・参加

運営・維持管理等
への市民参画

文化芸術活動
への市民参画

機会の拡充

市民・観光客

市民・観光客

民間事業者

官民連携

新設
ももちゃりポート

既設
ももちゃりポート
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提案の実施体制提案の実施体制
●烏城みち回遊公園や城下ポケットミュージアム等の公的空間の整備においては、官

民連携手法の活用により、行政だけでなく民間事業者も積極的に参画します。
●運営・維持管理では、「城下まちづくり協議会」を設立し、行政・民間事業者に加え

て、地域住民やアーティスト等の多様な主体が参画し連携する体制を構築します。
●協議会では、様々なプロジェクトチームを組織し、メンバーは各プロジェクトチー

ムに所属、活動します。チームは、地域の課題に対応しながら、必要に応じて新た
なチームを立ち上げることも可能です。

●協議会によって、地域のまちづくりへの機運を高め、ひいては公民学連携のプラット
フォームとしてUDCO（アーバンデザインセンター岡山）の創設を目指します。

回遊性向上を実現する
モビリティの多様化と交通連携
回遊性向上を実現する
モビリティの多様化と交通連携

●旧城下町地区内は、ももちゃりポートが十分整備されていないため、ポートの普
及・拡大を推進します。

●ポートは、路面電車電停やバスセンターの近傍に整備することで、公共交通から
シェアサイクルへのスムーズな乗り換えを促進します。また、ポケットミュージア
ムにも積極的にポートを導入します。

●バスセンターに観光バスも乗り入れることで、観光客のまちなか回遊の起点となり
ます。

●地区内の回遊性向上や、様々な世代の交通需要にきめ細やかに対応していくことを
目指して、パーソナルモビリティの社会実証実験を検討します。

●初期段階では、拠点的オープンスペースや旭川沿い遊歩道等での実験を想定し、将
来的には既存の公共交通との連携も視野に入れていきます。

●路線バス・路面電車・シェアサイクルといった各種交通手段のシームレスな連携を
推進するとともに、地区内の文化・観光施設の利用料金とセットになった交通商品
の展開によって、公共交通及び地区内施設双方の利用促進につなげます。

（日本版MaaS）

● 地区内に点在する駐車場を集約し、配置適正化を推進します。
●集約によって得られた空間をポケットミュージアム等の回遊性向上に寄与する場に

転用します。
●集約化した駐車場には、電気自動車用EVスタンド、シェアリングカーポートを整

備します。

● 岡山駅と旧城下町地区を結ぶ新たな路線バスルートを整備します。
●バスルートの整備によって、市民や観光客を地区内にスムーズに誘導します。

  提案の背景  提案の背景
岡山市の文化振興に向けた取り組み岡山市の文化振興に向けた取り組み
●岡山市では、昭和59年3月の「文化的な視点にたった都

市づくり構想」の策定を皮切りに、『文化芸術』を
キーワードとしたまちづくりを推進しており、平成24
年3月には、「岡山市文化芸術振興ビジョン」が策定さ
れています。

●近年でも「岡山芸術交流」、「おかやま国際音楽祭」
の開催や、新たな文化芸術拠点として、「岡山芸術創
造劇場」の整備が進んでいます。

●一方で、「文化芸術の担い手不足」、「文化芸術に触
れ合う機会の減少」といった課題も有しており、文化
芸術振興に向けた取り組みの更なる活性化が求められ
ています。

  提案の方針  提案の方針

  対象地区の全体イメージ  対象地区の全体イメージ

  プロジェクト  プロジェクト

対象地区が有する文化資源対象地区が有する文化資源
●対象地区は、美術館、文化ホール、映画館等の文化資

源を豊富に有しており、「岡山カルチャーゾーン」と
呼ばれています。

●また、平成28年より開催されている岡山芸術交流では
主要会場になっており、岡山市における『文化芸術』
をキーワードとしたまちづくりの中心地といえます。

『歩いて楽しいまち』に繋がる 3 つの提案『歩いて楽しいまち』に繋がる 3 つの提案

提案の着眼点提案の着眼点
文化振興施策、地区内資源との連携を通して課題解決を目指します。

文化芸術活動を支え、広げる人づくり、仕組みづくり文化芸術活動を支え、広げる人づくり、仕組みづくり
●地区内の文化芸術活動を推進していくため、日常的に文化芸術に親しみ参画できる仕組みをつくります。
　（市民参加型のWSやイベント開催、活動の運営管理に市民や団体、企業等が参画できる体制づくり等）
●市民や観光客が継続的に文化芸術に関与でき、みんなで支え、広げる仕組みを作ります。（地区のまちづくりに主体的に参画する

協議会の設立や、そこから派生するプロジェクトチームによるイベント運営、作品や場における市民主導での維持管理等）
●公園等の整備では各種の官民連携手法の活用を積極的に検討し、民間のノウハウを取り入れた効果的な整備、運営を行います。

文化芸術活動に気軽に触れられる場づくり文化芸術活動に気軽に触れられる場づくり
●地区内の歴史・文化資源（城、史跡、美術館、博物館等）や

各種取り組み（旭川かわまちづくり、岡山城魅力アップ等）
と連携しながら、地区内の低未利用地に来訪者が気軽に文化
芸術活動と触れ合えるスポットを整備します。

●スポットが各種資源・取り組みと連携することで、地区全体
で「歩いて楽しい」文化芸術地区を形成します。

回遊性を向上させるネットワークづくり回遊性を向上させるネットワークづくり
●地区内外の既存の回遊軸、歩行者動線、公共交通動線を踏ま

えて、それらの結節点や経路上にスポットを配置すること
で、回遊性を向上させるネットワークの形成を目指します。

●さらに、既存の公共交通機関と連携した交通施策とモビリ
ティの多様化により、回遊性を向上させるネットワークの強
化を目指します。

＜課題＞
●当地区の市街地では、駐車場や空き地等の低未利用地が増加しており、市街地を回

遊する魅力が減少しています。

＜ポテンシャル＞
●往時に岡山城門や堀などがあった歴史を継承し、表現していくことで、地区全体の

回遊性向上、魅力向上につながるポテンシャルを有しています。

＜提案内容＞
●低未利用地を対象に、まちの歴史や資材を活用した「城下ポケットミュージアム」

をつくり、休憩場所や芸術作品の展示場とします。
●まちの歴史の追体験や芸術表現・学習の場所がまちなかに点在することで、他者と

の交流、新たな価値観や発見を示唆する市街地が形成されます。

＜課題＞
●閉館予定の市民会館や旧小学校跡地など、地区内には大規模な空地が発生します。

＜ポテンシャル＞
●一帯のエリアは、桃太郎大通りから旧城下町地区へ来訪する際の玄関口となる場所

に位置しています。また、周辺には観光・文化施設が多く点在し、地区内の回遊起
点、中継点として高いポテンシャルを有しています。

＜提案内容＞
●烏城みち回遊公園は、閉館予定の市民会館及び旧小学校跡地、石山公園全域を対象

に一体的な広がりを持つ都市公園です。
●来訪者を迎えるエントランスや、芸術をテーマとした交流機能を持つアートセン

ターを有する地区内回遊拠点となります。

『烏城みち回遊公園』
地区内回遊のエントランス機能を有する拠点づくり1 2

＜課題＞
●現在の商店街は人通り減少、空き店舗の増加など、かつての賑わいを失っています。

＜ポテンシャル＞
● 当商店街は、地区内回遊における南北軸を形成する動線として高いポテンシャルを

有しています。また、往時に「モノ」や「コト」が溢れていた商店街の遺伝子を活
かし、継承する交流の場づくりは、本地区のかつての賑わいを取り戻す空間整備と
いえます。

＜提案内容＞
● 商店街の空き店舗を対象に、アーティストが創作したり市民・観光客と交流したり

する場所を整備します。
●日常的な創作・表現活動の場、新しい芸術・文化や他者との出会いが生まれる場が商

店街に点在することで、人の流れが生まれ、賑わい溢れる商店街が形成されます。

3『表町住まい型アトリエ』
アーティスト・地域住民・観光客で共創する交流の場づくり

『城下ポケットミュージアム』
みんなでつくり、育てていくまちの表現の場づくり

① 新たな路線バスルートの整備

② 交通手段のスムーズな乗り換え促進

③ パーソナルモビリティの社会実証実験

④地区内施設との連携（日本版MaaSの導入検討）

⑤ 駐車場集約による都市空間の高質化

連動する参画の輪連動する参画の輪
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明日から
芸術交流祭だね

早く設営しない
といけませんね

公園から音楽
が聞こえるね

まちなかでも
イベントをやってるみたい
行ってみようよ︕

旭川でカヌーに
乗れるみたい︕

豪渓をイメージ
しているんだ

あの羽はどこを
指しているのかな

創作の息抜きになるなあ

こんな色味の
備前焼もあるんだ︕

企業とのビジネス案件やイベント活動の打合せ場所とし
ても利用可能。見世とアトリエは建具で区切って良いが、
必ず商店街側からアトリエまで視線が通る場所を設ける。

企業とのビジネス案件やイベント活動の打合せ場所とし
ても利用可能。見世とアトリエは建具で区切って良いが、
必ず商店街側からアトリエまで視線が通る場所を設ける。

自身の作品の展示を行う。そのほか作品の販売を行った
りサポート企業による広告を置いたりしても良い。歩行
者が休憩できるベンチや椅子を最低 2基は配置すること。

自身の作品の展示を行う。そのほか作品の販売を行った
りサポート企業による広告を置いたりしても良い。歩行
者が休憩できるベンチや椅子を最低 2基は配置すること。

見世見世

アーティスト達の生活スペース。複数人でシェア可能。アーティスト達の生活スペース。複数人でシェア可能。
住居住居

アーティストと地元の子どもたちによる壁面アートの作成アーティストと地元の子どもたちによる壁面アートの作成

岡山創造劇場前でのミュージシャンによるパフォーマンス岡山創造劇場前でのミュージシャンによるパフォーマンス空き家をオープンカフェにリノベーション空き家をオープンカフェにリノベーション

　　　× 建築学生 × 地域の企業　　　× 建築学生 × 地域の企業建築家建築家 × 観光客 × 地域住民× 観光客 × 地域住民ミュージシャンミュージシャン

× 地域住民× 地域住民アーティストアーティスト

黒板だから
間違えても大丈夫だね︕ 子どもたちと一緒だと

楽しいなあ

シンフォニーホールから
音楽が聞こえるよ︕

たまたま通ったけど
このバンドかっこいい︕

次は備中松山城を
イメージした曲です音楽レッスンま

であと少しだ～

明日は地元の工務店
が手伝ってくれるよ

ウッドデッキの
オープンカフェがいいな

西側からみた烏城みち回遊公園の全体風景西側からみた烏城みち回遊公園の全体風景

プチトマト
もう食べれるかなあ

バス早くこないかな

そろそろこの作品も
綺麗にしなきゃ これ私が入れた

器だ︕

ここは昔城門で、あの照明の
高さまであったんだ
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あくら通り・オランダ通り・表町商店街を繋ぐポケットミュージアムあくら通り・オランダ通り・表町商店街を繋ぐポケットミュージアム

第 4回
令和 7年
第 4回
令和 7年

第 x回
〇〇xx 年
第 x回
〇〇xx 年

　　　× 地域住民 × 地域の企業 × 観光客　　　× 地域住民 × 地域の企業 × 観光客アーティスト × ミュージシャンアーティスト × ミュージシャン

ここで一休みしよう︕ 5年前は木が
小さかったなあ

この作品を買います︕ここに公園で買った石を
いれればいいのかな︖

キッチンカーで買ったもの
がすぐ食べれていいね︕

～♪

地区内未利用地

第二段階

第一段階

バス停バス停

市民農園市民農園

レインガーデンレインガーデン

展示スペース展示スペース
門を示すレイアウト門を示すレイアウト
じゃかごベンチ・机じゃかごベンチ・机

ももちゃりポートももちゃりポート

じゃかご植木鉢じゃかご植木鉢 人工芝人工芝
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アトリエ棟から眺める岡山城アトリエ棟から眺める岡山城 岡山県立図書館の駐車場を活用した交流スペース岡山県立図書館の駐車場を活用した交流スペース

イベント時における桃太郎大通りからの風景イベント時における桃太郎大通りからの風景

住宅街に位置するポケットミュージアム住宅街に位置するポケットミュージアム

用いるファーニチャー用いるファーニチャー ファニチャー作成の様子ファニチャー作成の様子アート設営の様子アート設営の様子

アトリエスペースアトリエスペース

エビめしだって︕
おいしそう～並ぼうよ 有名なアーティストが

描いた壁面アートらしいよ
一緒に写真撮ろう︕

石畳はこっちにも
続いている見たい。
先には何があるんだろ

綺麗な音だね︕
下のスタジオでいつも
練習してるのかな

この石をポケット
ミュージアムの網の
中に入れてね︕

横の介護施設に入居
したけど、この公園
の散歩が日課なの

この作品も
あと少しで完成だ

zzZZ

お、こっちは創作活動が
できる場所みたいだ

屋外でも
本貸出してるんだ

岡山城が正面にみえるね
かっこいい︕

この道の先に大きい
公園ができたんだって!

そこの幼稚園の子たちと
一緒にアートが作れるみたい

この景色は未来に残したいね。
コーヒーを飲みながらの、こ
こでのひと時は癒されるなあ

今日は一緒に絵を
描いてみましょう︕

私のお店の壁に
作品を描いてほしいの

× 丸の内ヒルズ内の高齢者や保育園児 × 観光客 × 地域住民× 丸の内ヒルズ内の高齢者や保育園児 × 観光客 × 地域住民アーティストアーティスト

× 幼稚園児 × 観光客 × 地域住民× 幼稚園児 × 観光客 × 地域住民アーティストアーティスト

西手櫓ってここから見ると
装飾が全然ないんだね

岡山城を眺められる
　　　　　　　　新・眺望スポット

一体的な空間整備（癒し・憩い・交流・アート空間）

２つの交流拠点をつなぐ烏城みち

●石山公園・市民会館・小学校跡地、駐車場跡地を一体的な癒し・交流・憩い空間として整備することで、市民や観光
客が日常の中でリラックスしながら芸術文化にしたしみ、創造力をはぐくみ、他者と交流する場所となります。

●「岡山芸術交流」開催時には運営本部の活動拠点になるとともに、国内外からの芸術家が一同に集まる主要会場とな
ります。

●コンサートなどのイベント開催時には、石垣ステージやス
タジオ棟前のイベントスペースを舞台として利用すること
ができます。また、観客は段々ベンチや階段ベンチ、建物
屋上の芝生などから心地よく鑑賞することができます。

●大空間が必要となるサーカスやスポーツエキシビション等
の開催時には、公園全域を一体的に活用することで対応し
ます。

●スタジオ棟は、アーティストや地域住民が文化芸術にしたしみ、技術や知
識をはぐくむとともに、交流の輪を広げていく場所となります。

●アトリエやスタジオでは、アーティストが演奏を練習するほか、地域住
民が音楽・絵画教室等で知識を磨くことができます。

●交流サロンではアーティストと地域住民、アーティスト同士、地域住
民同士などで情報交換を行うことができます。

みんなでつくり、育てていくまちの表現の場づくり

空間構成　－表町住まい型アトリエのルールづくり－

文化芸術活動を人からをまちへ波及　－文化芸術のまちへ－

 3  表町住まい型アトリエ 2  城下ポケットミュージアム

第一段階：低未利用地をポケットミュージアムへ　－岡山芸術交流での社会実験―

第二段階：城下ポケットミュージアムの常設

第三段階：長期的なネットワークの広がり　―文化芸術のまちへー　

●城下まちづくり協議会が主体となり、地域住民、企業や学校、アーティスト等とワークショップを開催し、ポケットミュージアムの敷地特性に合
わせた機能やレイアウトを検討します。

●商業地内のポケットミュージアムではキッチンカ―が停車できるスペースやミュージシャンが演奏できるステージが、住宅地内のポケットミュー
ジアムではプランターを用いた市民菜園がつくりだされるかもしれません。

●各ポケットミュージアムは、周辺環境の変化や利用者の多様化などに合わせ、機能やレイアウトの移り変わりを許容します。誰もが烏城みち回遊
公園レセプション棟で購入した材料をポケットミュージアム内のじゃかごへ入れられる仕組みをつくることにより、人々がこの場所へ訪れた証が
空間に残されていきます。

●城下ポケットミュージアムを制作・運営する輪は3年ごとに広がり、人とのつながりが希薄になりつつある地域で新たなコミュニティを創出します。
●また、地域住民がアーティストと繋がり、文化芸術活動に興味を抱くきっかけが生まれることで、新たな担い手育成が促進されます。
●城下ポケットミュージアムに完成はありません。展示作品や機能が、時代や街並みの変化に伴い適応し続けることで、訪れる人に更なる発見や

新たなつながりを創出し、まちと人、人と人とを繋げ、まちを楽しく愛着のある場にしていきます。

地区内回遊のエントランス機能を有する拠点づくり

アーティスト・地域住民・観光客で
共創する交流拠点づくり

空きテナントを住まい型アトリエへ
●住居・アトリエ・展示空間を備えた

「表町住まい型アトリエ」では、アー
ティストが本市の魅力を発掘・再解釈
し、文化芸術活動を展開します。

●地域住民をはじめ、来訪した市民や観
光客は、展示された作品の鑑賞やアー
ティストとの対話の中で、本市の魅力
に改めて気づくとともに、芸術文化に
触れる楽しさや喜びを感じられる場所
となります。

●アーティストと市民、観光客、企業な
ど様々な形で交流が深まり、新たなイ
ベントやビジネスを創出する場所とな
ります。

●江戸時代の商店街の賑わいを形成した「モノ」や「ヒトに
よるコト」が通りから見えるような風景を演出します。

●アーティストやデザイナーは、作品制作ワー
クショップや音楽レッスン、イベント企画な
ど、市民や観光客を巻き込んだ活動の場所を
岡山芸術創造劇場やアートセンター、ポケッ
トミュージアムなどへ広げていきます。

●既存及び新設される文化施設の利用率が向上
するとともに、芸術文化活動の担い手育成が
促進されます。 

 1  烏城みち回遊公園

スタジオ棟

●レセプション棟は、当施設の運営の中心的な役割を担い、各棟の受付
案内を行うほか、旧城下町地区内のエントランスとして文化施設へ誘
導するインフォメーション機能を有します。

●ギャラリーは誰でもいつでも利用可能で、気軽に文化芸術鑑賞を楽し
むことができます。

レセプション棟

●アトリエ棟は、公園と少し距離を置きながらアーティストや市民が創
作活動に集中する場所となります。

●アーティストだけでなく地域住民も体験教室やワークショップを気軽
に開催することができます。

アトリエ棟

イベント開催時の公園利用

●「岡山芸術交流」の開催期間に駐車場1マスを借り上げ、休憩場所やアートの展示場所とします。
●アーティストと地域住民がベンチや植栽などを設え、管理していきます。ポケットミュージアムの制作・運営過程において、作り手同士や作り手

と利用者など、人同士の新たな出会いが生まれます。
●ポケットミュージアムの認知度が高まるとともに、各会場からポケットミュージアムまでをつなぐ市街地全域への賑わいが向上します。
●点在するポケットミュージアムの機能は、各々の環境や需要、イベント等に合わせて変化していきますが、空間を構成するファーニチャーや材料

を統一し、まちの景観として一体感を演出します。

0 2 10m

0 2 10m

0 20 100m

3棟で構成されるアートセンター

●公園内の建物は高さを抑えることで、園内のさまざまな
場所から岡山城への眺望が楽しめるように配慮します。

●すべての建物の屋根に芝生を張ることで、建物の屋上
でもリラックスした時間を過ごすことができます。レ
セプション棟で買ったコーヒーを手にアトリエ棟の屋
上から眺める岡山城の景色は、岡山市の新名所となり
ます。

●岡山城方面や市街地方面からの来訪者を烏城みち回遊
公園へ誘導するため、これらをつなぐ烏城みちを石畳
舗装とします。

●歴史ある上品で重厚な雰囲気を演出することで、空間
の価値が向上します。

●月見橋と烏城みちの交差点に位置する岡山県立図書館
前のオープンスペースをアート展示場やカフェテラス、
屋外図書館等として活用することで、烏城みち沿いに人
の賑わいを生み、地区内回遊性の向上に寄与します。
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